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研究成果概要 

 2022年には、シミュレーションプログラムライブラリNEUTに関するレビュー論文を出版した。（論文
1、被引用数39）NEUTは新たなバージョンをリリースし、Sato他のDCCモデルによる単一π粒子生成反応
のシミュレーションが可能となった。現在、大気ニュートリノや加速器ニュートリノのフラックスを用
い、従来まで用いられていたRein/Berger-Sehgalモデルとの比較を行っているが、散乱断面積や共鳴質
量分布に違いが大きく、今後実験データとの比較を詳細に行う予定である。 

 

 
また、Ninja実験においてνμの荷電カレント反応によって生成した陽子やπ粒子の測定をまとめた論
文を出版した。（論文2）本論文で測定した陽子の下限運動量は200MeV/c、π粒子で50MeV/cと、鉄・ニ
ュートリノ散乱実験として過去もっとも低い運動量まで測定を行うことに成功している。統計は少な
いが、観測された陽子数はシミュレーションと１σ程度で一致している。一方、１事象中の２π以上の
観測数は、シミュレーションの予測値よりも多い傾向がみられた。 



 

陽子の運動量及び方向分布は比較的よい一致が見られた一方、π粒子については、特に後方に出るπ粒
子が予言よりもかなり多いことが明らかになった。これは、用いたシミュレーションプログラム（NEU
T）には共鳴状態から２つのπが生成する反応がないことが主な原因ではないかと推測されるが、他の
可能性も残されている。た実験のデータとの比較も重要であるが、特に後方にでるπ粒子の典型的な運
動量は200MeV/c以下と低く、他実験では観測が難しいため、今後のNinjaでの追加データ取得、解析が
重要となっている。 
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